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大
切
な
資
源

ご
み
処
践
に
甫
民
」
人
が
八
千
円
を
負
担

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
現
代
社
会

は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力

や
工
夫
に
よ
り
、
経
済
的
に
は

大
変
豊
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
便
利
さ
や
コ
ス
ト

を
考
え
る
あ
ま
り
、
日
常
生
活

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は

増
大
し
、
質
も
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

ご
み
の
処
分
や
地
球
環
境
同
圖

壊
、
資
源
の
枯
渇
な
ど
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
い
ら
な
い
物
は
ご
み
」
と
い

う
考
え
を
見
直
し
、
「
ご
み
を

出
さ
な
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
」
と
い
っ
た
観
点
で
、
ご
み

に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
こ

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

イ
ク
ル
に
は
手
間
も
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

再
生
さ
れ
た
商
品
も
決
し
て
安
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
芦
｀
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
二
人
ぶ

と
り
が
明
日
の
こ
と
を
考
え
に
｀

し
っ
か
り
と
し
た
認
識
を
持
9

こ
と
が
大
切
で
す
。
大
野
市
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公

ご
み
の
現
状
と
資
源
ご
み
の
回

収
や
「
容
器
包
装
リ
サ
イ

法
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

い
二
心
皿

日夜、ごみを燃やし続けているクリーンセンター

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を助
け
て

　

平
成
七
年
度
に
、
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

に
運
び
込
ま
れ
た
ご
み
の
総
排
出

量
は
約
一
万
二
千
五
百
ブ
で
し

た
。
一
家
庭
が
一
年
間
に
約
一
。

フ
、
y
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
計
算

に
な
り
ま
す
。

　

五
年
前
の
平
成
こ
年
度
の
ご
み

の
量
は
、
総
排
出
量
約
一
万
八
百

ブ
、
一
家
庭
で
約
〇
・
九
六
ブ
。

私
た
ち
の
生
活
が
快
適
で
便
利
に

な
る
の
と
同
時
に
、
ご
み
の
量
も

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
ご
み
の
量
が
増
え

た
か
ら
と
い
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
処
理
能
力
が
増
え
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
時

間
内
に
そ
の
日
の
ご
み
を
処
理
で

き
ず
、
夜
間
で
も
燃
や
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
う

ち
、
資
源
ご
み
と
し
て
再
利
用
す

る
も
の
以
外
は
燃
や
す
こ
と
に
よ

り
、
か
さ
を
減
ら
し
最
終
処
分
場

へ
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。
資
源
ご

み
を
分
別
す
る
こ
と
で
、
焼
却
炉

と
最
終
処
分
場
の
両
方
の
負
担
が

軽
く
な
り
ま
す
。

た
だ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ご
み
の
処
理

　

平
成
六
年
度
で
ご
み
処
理
に
か

か
っ
た
総
経
費
は
、
約
三
億
三
千

六
百
万
円
。
こ
れ
は
大
人
か
ら
子

供
ま
で
の
市
民
一
人
当
た
り
、
約

八
千
六
十
円
を
負
担
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
平
成
元
年
度
に
は
約

六
千
百
四
十
円
だ
っ
た
の
に
、
五

年
後
に
は
一
二
三
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
こ
と
で
お
金
を
使

う
よ
り
、
資
源
と
し
て
回
収
し
た

方
が
有
益
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大野市のごみの排出量



資
源
回
収
に
補
助

　

市
内
で
分
別
収
集
し
て
い
る
資

源
ご
み
の
割
合
は
低
く
、
い
つ
そ

う
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
現

在
の
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
の
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
各
地
区
で
分
別
収
集

　

・
空
き
瓶

〇
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
選
別

　

・
鉄
●
ア
ル
ミ

〇
地
区
の
回
収
活
動
に
補
助

　

・
紙
・
繊
維
・
ア
ル
ミ
缶

　

資
源
回
収
に
は
い
当
た
り
五
円

を
交
付
し
ま
す
。
昨
年
度
は
九
十

四
団
体
が
参
加
し
、
七
百
七
十
七

プ
を
回
収
。
市
か
ら
は
約
三
百
八

十
九
万
円
を
交
付
し
ま
し
た
。

資源回収の状況容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

　

資
源
回
収
を
進
め
る
た
め
に
、

平
成
七
年
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
が
段
階
的
に
施
行
さ
れ
、

平
成
十
二
年
六
月
ま
で
に
容
器
包

装
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
消
費
者
・
市
町
村
・

事
業
者
が
協
力
し
な
が
ら
ご
み
を

減
ら
し
、
資
源
の
有
効
利
用
を
促

進
す
る
た
め
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
は
次
の

と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
消
費
者

　

分
別
収
集
に
協
力
し
分
別
排
出

〇
市
町
村

　

容
器
包
装
廃
棄
物
の
分
別
収
集

〇
事
業
主

　

市
町
村
が
分
別
収
集
し
た
容
器

包
装
廃
棄
物
を
自
ら
、
ま
た
は

指
定
法
人
や
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

者
に
委
託
し
て
再
商
品
化

容
器
包
装
と
は

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
対

象
と
な
る
「
容
器
包
装
」
と
は
、

商
品
の
容
器
と
包
装
の
こ
と
で
、

商
品
が
消
費
さ
れ
た
り
商
品
と
分

離
さ
れ
た
場
合
に
不
要
と
な
る
も

の
で
す
。
瓶
・
缶
●
紙
≒
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
、
商
品
の
た
め
の
す

べ
て
の
容
器
包
装
で
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
な
ど
は
容
器
包
装
で

す
が
、
市
町
村
が
分
別
収
集
を
し

た
段
階
で
有
価
物
と
な
る
た
め
、

再
商
品
化
計
画
・
義
務
の
対
象
外

で
す
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
物
は

容
器
包
装
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

〇
「
商
品
」
以
外
の
物
に
付
け
ら

れ
た
容
器
包
装

・
景
品
を
包
む
紙
袋

・
手
紙
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

　

入
れ
た
封
筒

・
家
庭
で
付
け
た
容
器
や
包
装

〇
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
提
供
に

伴
っ
て
付
け
ら
れ
た
容
器
包
装

・
宅
配
業
者
が
配
送
に
使
っ
た
箱

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
生
活

環
境
課
（
a
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
6
5
）
ま
た
は
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6
1
2
0
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資源回収で、ごみ減量

西部児童センター

　　

母親クラブ会長

　

加藤日登美さん

　

平成2年に母親クラブで何かしよ

うと、資源回収に取り組み始めまし

た。回収しているのは紙・雑誌・

布・1升瓶・アルミ缶など子供たち

が不用になったものです。最近はセ

ンターの近所の人たちも協力してく

れます。市からの補助金はクラブの

活動費として活用しています。

　

ごみ集収の日にステーションを見

ると、もっと資源の回収が必要だと

感じます。ごみを自分たちの手で始

末する努力をすれば減量につながる

のではないでしょうか。

「容器包装リサイクル法」によるリサイクルの流れ



こんに七忿

　

四
月
十
五
～
上
七
日
、
中
国
か

ら
寧
波
市
首
脳
訪
日
団
が
大
野
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
の

目
的
は
今
後
の
両
市
の
経
済
・
文

化
・
人
材
交
流
な
ど
の
基
礎
を
築

く
た
め
の
意
見
交
換
で
す
。

　

大
野
市
と
寧
波
市
の
つ
な
が
り

は
古
く
、
七
百
年
余
り
前
に
寂
円

禅
師
が
宝
慶
寺
を
開
山
し
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
寂
円
は
永
平
寺

を
開
い
た
道
元
禅
師
を
慕
っ
て
、

中
国
か
ら
海
を
渡
っ
て
来
ま
し
た
。

道
元
と
寂
円
か
修
行
し
て
い
た
の

が
現
在
も
寧
波
市
に
あ
る
天
童
寺

で
す
。

　

歴
史
的
つ
な
が
り
の
中
、
昭
和

六
十
三
年
に
市
日
中
友
好
協
会
が

「
寂
円
禅
師
里
帰
り
訪
中
団
」
を

派
遣
し
て
以
来
、
経
済
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
十
月
に
は
寧
波
市
か

ら
招
待
さ
れ
、
市
長
を
団
長
と
す

る
訪
問
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今

回
の
寧
波
市
首
脳
訪
日
団
は
こ
れ

に
こ
た
え
る
も
の
で
す
。

　

意
見
交
換
会
の
中
で
は
、
行
政

間
の
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
、
さ
ら
に
人
的
交
流
を
深

め
て
友
好
交
流
関
係
の
締
結
も
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

訪
日
団
と
の
市
内
で
の
交
流
と

寧
波
市
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

市長から歓迎を受ける訪日団

宝
慶
寺
で
寂
円
禅
師
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る

陽
明
中
の
パ
ソ
コ
ン
授
業

弱
電
工
場
を
熱
心
に
視
察

寧
波
市
と
の
交
流

・
‐
9
8
8
（
昭
和
6
3
年
）
H
月

・
宝
慶
寺
開
山
寂
円
禅
師
里
帰
り

　

訪
中
団

1
9
8
9
（
平
成
元
年
）
H
月

・
寂
円
禅
師
天
童
寺
参
学
碑
建
立

　

（
寧
波
市
）

1
9
9
0
（
平
成
2
年
）
H
月

・
宝
慶
寺
開
山
寂
円
禅
師
参
学
碑

　

除
幕
訪
中
団

1
9
9
1
（
平
成
3
年
）
7
月

・
寂
円
禅
師
参
学
碑
建
立
（
宝
慶

　

寺
）
落
慶
法
要
に
中
国
仏
教
会

　

副
会
長
明
場
法
氏
来
市

1
9
9
2
（
平
成
4
年
）
7
月

・
大
野
市
日
中
友
好
少
年
サ
ッ
カ

　

ー
訪
中
団
派
遣
（
市
サ
ッ
カ
ー

　

協
会
）

1
9
9
3
（
平
成
5
年
）
5
月

・
大
野
市
日
中
友
好
協
会
経
済
訪

　

中
団
派
遣
（
両
市
の
友
好
協
会

　

が
友
好
交
流
合
意
書
締
結
）

1
9
9
4
（
平
成
6
年
）
8
月

・
寧
波
市
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

　

来
市

1
9
9
5
（
平
成
7
年
）
m
一
月

・
大
野
市
首
脳
訪
中
団
派
遣

・
大
野
市
日
中
友
好
協
会
経
済
協

　

力
調
査
訪
中
団
派
遣

1
9
9
6
（
平
成
8
年
）
4
月

・
寧
波
市
首
脳
訪
日
団
が
大
野
市

　

を
訪
問



二艦八忿
・参

上海の南に位置し、重化学

工業の発展が目覚ましい国

際港湾都市

面積9，365k㎡（大野市の約17倍）

人口522万人

気候温暖湿潤（年間平均気温16～18

　　　

度）な亜熱帯性気候

都市中国の行政区域は「省」「市」

　　　

「県」「区」…からなり、寧波市

　　　

は浙江省の10の省直轄市の1つ

　　　

です。中国の14の対外開放沿海

　　　

港湾都市の1つにもなってい

　　　

ます。

行政3県、3県級市、5区で構成。
産業中国沿海地域の重要な化学基地で食料品、綿、油など

　　　

の特産品と水産品にも恵まれています。工業は主に石

　　　

油化学、電力、繊維、機械、電子などです。超大型企

　　　

業も数多くあります。

交通浙江省の交通の要で、寧波港を中心に水運、陸運、航

　　　

空のネットワークができています。省都の抗州市から

　　　

は鉄道で約200゛。の距離です。寧波港は水深50に以

　　　

上の良港で、世界の65力国と航路を開設しています。

　　　

高速道路も上海～抗州～寧波間を急ピッチで建設中。

　　　

航空路は香港までの国際線と22本の国内線を開設して

　　　

います。

教育4つの大学（寧波大学、寧波師範大学、寧波高等専門

　　　

学校、浙江省農業技術師範専門学校）と22の中等専門

　　　

学校・中等技術学校があります。

歴史7千年の歴史を誇る「河卿渡文化」の発生の地です。

　　　

唐時代には明州と呼ばれ、明時代の1381年に「海

　　　

が定まらば即ち波寧らかなり」の意味から「寧波」と

　　　

改称されました。唐時代には、揚州●広州と並んで中

　　　

国の3大貿易港と称され、アヘン戦争後も「五口通商。

　　　

（五つの開放商港）の一つでした。その後、自然的条

　　　

件に恵まれていたものの半封建・半植民地の社会制度

　　　

の下では発展が遅れました。1949年の新中国誕生

　　　

後は40数年間の建設政策、特に改革開放政策が実施

　　　

されて、大きな発展を遂げました。

寧波市街の眺望

寂円禅師ゆかりの天童寺



体育指導委員20人を委嘱

生涯スポーツの手目llけを

　

教
育
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、

体
育
指
導
委
員
二
十
人
を
委
嘱
し

ま
し
た
。
内
訳
は
、
地
区
推
薦
の

十
四
人
と
教
育
委
員
会
推
薦
の
六

人
で
、
任
期
は
二
年
間
で
す
。

　

主
な
活
動
は
各
ス
ポ
ー
ツ
行
事

へ
の
「
援
助
」
で
す
。
補
助
的
な

も
の
ば
か
り
で
な
く
、
協
力
・
指

導
か
ら
企
画
立
案
ま
で
幅
の
広
い

活
動
で
す
。
市
を
代
表
す
る
ス
ポ

I
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
名
水
マ
ラ
ソ
ン

や
奥
越
駅
伝
競
走
大
会
、
秋
の
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
、
三
月
の
ス

ー
パ
ー
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

の
運
営
を
支
え
ま
す
。

　

今
年
は
、
七
月
十
四
日
に
行
わ

れ
る
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
祭
の
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
」
、
十
月
十
日
の
市
ス
ポ

ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の

「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
を
担
当
し
ま

す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
取

り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
教
室

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
」
を
合
い
言
葉
に
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
運
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
指
導
委
員
と
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
よ
う
。

体育指導委員名簿（敬称略）

氏名 住所

山田喜久三 春日3一8－3

小林紀子 本町9－18

多田勝己 横枕21一2

木下正義 友江23－16

宇野孝信 下丁25－7

山本知之 下丁16－19－1

中村甚吉 上荒井4－5

柿本健 下舌16一甲1

向村英博 今井24－2

筒井勝浩 束中8一21－2

沢田正昭 七板19－11

三島美雪 田野101－7

長谷川義美 堂嶋14－20

稲津菊雄 南六呂師30－19

安岡典子 有明町16－8

宝珍良和 下据25－7

朝日正幸 美川町1－14

松浦孝育 上野43－4

西川エツ子 中野30一7－14

城地晴美 清和町804

木下さん多田さノi小林さ人山田さん

柿本さ人中村さん山本さん宇野さん

沢田さん筒井さん向村さん

稲津さん長谷川さん三島さん

朝日さん宝珍さん安岡さλ

城地さん西川さん松浦さん

県
ス
ポ
ー
ツ
●

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

　

7
月
1
4
日
⑧
に
市
内
で
行
わ

れ
る
種
目
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
民
踊
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
】

時
間
午
前
8
時

場
所
日
本
民
踊
Ⅱ
有
終
会
館
。

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
Ⅱ
エ
キ
サ
イ

　

ト
広
場

【
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
】

時
間
午
前
m
一
時

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

【
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
】

時
間
午
前
1
0
時

場
所
ふ
れ
あ
い
公
園

種
目
年
齢
別
に
短
中
距
離
走
●

　

各
跳
躍
・
投
的
な
ど

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

時
間
午
前
1
0
時

場
所
大
野
束
高
校

【
年
齢
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

時
間
午
前
9
時
4
5
分

場
所
ふ
れ
あ
い
公
園

【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ー
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
】

時
間
午
前
9
時
4
5
分

場
所
真
名
川
憩
い
の
島

【
壮
年
サ
ッ
カ
ー
】

時
間
午
前
9
時
1
5
分

場
所
真
名
川
憩
い
の
島

　

申
し
込
み
は
、
6
月
1
0
日
⑥
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
資
格

な
ど
詳
細
は
、
市
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1

内
線
5
3
1
）
ま
で
ど
う
ぞ
。



エキサイティング

スポーツ

情X報

●
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

子
供
・
親
子
水
泳
教
室

【
初
級
】

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生
男
女

日
時
6
月
3
0
日
⑥
～
9
月
8
日

　

⑥
の
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時

　

3
0
分
～
H
時
3
0
分

定
員
3
0
人

保
険
料
4
0
0
円

【
親
子
】

対
象
5
歳
以
上
の
子
供
と
親

期
間
初
級
教
室
と
同
じ

定
員
3
J
組

保
険
料
1
7
0
0
円

「
中
級
」

対
象
多
少
泳
げ
る
小
学
生
男
女

日
時
7
月
4
日
④
～
8
月
2
9
日

　

④
の
毎
週
木
曜
日
と
9
月
8
日

　

⑥
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

定
員
3
0
人

保
険
料
4
0
0
円

※
各
教
室
の
日
程
は
変
更
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
6
月
2
7
日
④
ま

で
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
容
6
4
・
I

Q
り
I
I
）
へ
o

●
夏
の
経
ヶ
岳
登
山

日
時
7
月
1
4
日
⑨
午
前
7
時

集
合
場
所
六
呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド

　

ホ
テ
ル
前

コ
ー
ス
三
角
山
～
山
頂
～
三
角

　

山
対
象
健
康
な
人
（
小
学
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
）

定
員
5
0
人

参
加
料
5
0
0
円

申
込
締
切
7
月
4
日
④

申
込
●
問
合
せ
先
阪
谷
公
民
館

　

（
雲
6
7
・
1
1
1
1
）
ま
で

●
第
3
9
回
市
民
総
合

　

体
育
大
会
夏
季
大
会

　

市
民
総
合
体
育

大
会
夏
季
大
会
が
、

6
月
9
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
地
区

代
表
選
手
に
力
強

い
声
援
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
エ
ス
キ
ー
テ
ニ

ス
・
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
は
公
開
種
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
目
の
日
時

。
会
場
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
▼
6
月
9
日

⑥
午
前
8
時
3
0
分
▼
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
▼
6
月

9
日
⑧
午
前
8
時
3
0
分
▼
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
体
育
館
【
卓
球
】
▼
6

月
9
日
的
午
前
8
時
3
0
分
▼
開
成

中
学
校
【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
▼
6

月
9
日
⑥
午
前
8
時
▼
市
営
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
6
月
9
日
⑧
午
前
8
時
3
0
分
▼

有
終
西
小
学
校
【
相
撲
】
▼
6
月

9
日
⑥
午
前
9
時
▼
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
相
撲
場
【
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス

▼
6
月
9
日
⑨
午
前
9
時
▼
有
終

西
小
学
校
【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】

▼
6
月
9
日
⑧
午
前
8
時
3
0
分
▼

小
山
小
学
校
【
陸
上
】
▼
6
月
3
0

日
⑥
午
前
9
時
▼
奥
越
ふ
れ
あ
い

公
園
陸
上
競
技
場

昨年の陸上競技の開会式

施設｀

スポット

⑧大野市歴史民俗資料館

　

市
民
に
郷
土
の
あ
ゆ
み
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

原
始
時
代
か
ら
近
・
現
代
ま
で
の

郷
土
の
資
料
を
研
究
・
保
存
・
展

示
す
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
六
十

一
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

常
設
展
示
室
に
は
、
各
時
代
を

物
語
る
数
々
の
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
展
示
室
中
央
に
は
、
大

野
藩
の
藩
船
「
大
野
丸
」
の
十
分

の
一
の
模
型
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か

に
も
縄
文
土
器
や
竪
穴
式
住
居
跡

の
模
型
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
仏
教

美
術
品
、
武
家
政
治
の
資
料
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
九
回
開
い
た
特
別
展
示
で

は
、
常
設
展
示
で
き
な
い
も
の
を

期
間
を
限
定
し
て
展
示
。
八
月
に

は
、
水
を
テ
ー
マ
に
「
水
の
民
俗

展
」
を
開
催
予
定
で
す
。
民
間
伝

承
、
民
具
な
ど
の
資
料
も
収
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

資
料
保
存
も
重
要
な
こ
と
の
一

つ
で
す
。
収
集
し
た
資
料
は
、
保

存
に
適
し
た
環
境
の
中
に
置
き
、

よ
り
長
く
現
状
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
学
校
の

授
業
や
遠
足
な
ど
に
も
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
市
民
の

皆
さ
ん
も
気
軽
に
来
館
く
だ
さ
い
。

場
所
は
市
役
所
前
の
図
書
館
横

で
、
産
業
文
化
展
示
館
と
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
▼
4
月
～
H
月
の
平

　

日
＝
午
前
9
時
～
午
後
4
時
、

　

日
曜
と
祝
日
＝
午
前
9
時
～
午

　

後
5
時
▼
1
2
月
～
3
月
の
平
日

　

＝
午
前
9
時
～
午
後
4
時

休
館
日
▼
4
月
～
H
月
＝
月
曜

　

日
と
祝
日
の
翌
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
と
き
は
翌
日
）
▼
1
2
月

　

～
3
月
＝
日
曜
日
・
祝
日
、
年

　

末
年
始

入
館
料
大
人
1
0
0
円
、
小
人

　

5
0
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

場
所
天
神
町
2
1
4

電
話
豊
6
5
・
5
5
2
0



保健推進員

身
近
な
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い

　

保
健
推
進
員
を
ご
存
じ
で
す
か
。
市
が
委
嘱
し
て
い
る

保
健
推
進
員
は
市
内
に
二
百
－
人
い
て
、
市
民
と
保
健
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
健
康
で
明
る

い
生
活
を
送
る
こ
と
は
市
民
の
共
通
の
願
い
で
す
。
健
康

で
安
ら
ぎ
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
、
保
健
推
進
員
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
昭
和
六
十
二
年
か
ら
各

区
の
推
薦
に
よ
り
保
健
推
進
員
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は

母
子
保
健
推
進
員
が
、
出
産
前
後

の
母
子
の
健
康
把
握
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
保
健
推
進
員
は

そ
の
活
動
も
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

お
お
む
ね
各
区
ご
と
に
一
人
の
女

性
を
委
嘱
し
、
全
員
で
二
百
一
人

に
な
り
ま
す
。
任
期
は
二
年
で
す
。

主
な
活
動
は
？

　

保
健
推
進
員
は
、
地
域
の
健
康

推
進
を
目
的
に
、
一
年
を
通
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

①
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
知
識

　
　

な
ど
の
普
及
活
動

　

②
健
康
診
査
、
健
康
相
談
、
講

　
　

習
会
の
案
内

　

③
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
健
康
推

　
　

進
事
業
の
啓
発

　

④
各
種
健
康
診
査
の
実
施
、
運

　
　

営
協
力

　

⑤
成
人
病
健
康
診
査
の
結
果
説

　
　

明
会
の
開
催
協
力

　

⑥
各
種
健
康
診
査
対
象
者
調
査

　
　

表
の
配
布
、
回
収

　

⑦
市
が
主
催
す
る
各
種
研
修
会

　
　

座
絡
会
へ
の
9
加

　

⑧
市
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

　
　

加
呼
び
掛
け

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
担
当
地
区
の

人
た
ち
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
ま
た
相
談
役
と
し
て
保
健

事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
を
願
つ
て

　

今
年
の
二
月
に
、
全
保
健
推
進

員
を
対
象
に
各
自
の
地
域
活
動
に

関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
推
進
員
の
活
動
が
地

域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
人
が
、
八
十
五
い
に
上
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
活
動
が
地

域
住
民
に
も
推
進
員
自
身
に
も
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
回
答
し
た

人
が
、
八
十
九
ぺ
‥
も
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
年
々
高
ま
る
健
康
へ
の

関
心
と
ス
ム
ー
ズ
な
保
健
サ
ー
ビ

ス
を
期
待
す
る
市
民
の
声
の
表
れ

で
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
経
験
年

数
が
長
く
な
る
に
つ
れ
地
域
と
の

ふ
れ
あ
い
が
深
ま
り
、
喜
び
を
感

じ
て
い
る
推
進
員
が
多
か
っ
た
こ

と
で
す
。

　

近
年
健
康
に
つ
い
て
の
関
心
が

高
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
は

ん
ら
ん
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
健
康
に
関
心
の
無
い

人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ぜ
ひ
、
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
す
る
保
健
推
進
員
を
通

し
て
、
保
健
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
、
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

皆ざん否検ぎを渡助けし■冰
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暮
ら
し
の

ア
芥
お
守
ス

ご存じですか
人と暮らしに優しい
バリアフリー商品

～バリアフリーとは、障壁を取り除く

という意味です～

　

身
体
に
障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
る
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
便
が
あ
り
ま
す
。
商
品
を
使
用
す
る

場
合
に
も
一
般
的
に
は
気
が
付
か
な
い
不
都
合
が
多
い
も

の
で
す
。
最
近
は
、
こ
の
よ
う
な
バ
リ
ア
（
障
壁
）
を
取

り
除
い
た
商
品
が
発
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
れ
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
社
会
的
行

動
に
何
ら
か
の
配
慮
を
必
要
と
す

る
人
は
四
人
に
一
人
、
約
三
千
万

人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
身

体
に
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
人
が

生
活
す
る
上
で
の
バ
リ
ア
を
取
り

除
き
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
作
ら

れ
た
商
品
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
商
品

と
呼
び
ま
す
。
四
年
前
に
シ
ャ
ン

プ
ー
メ
ー
カ
ー
が
容
器
の
側
面
に

ぎ
ざ
ぎ
ざ
を
入
れ
て
、
手
触
り
で

リ
ン
ス
と
区
別
が
つ
く
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ち
ょ
っ
と
し
た
気

配
り
や
工
夫
で
誰
も
が
便
利
に
使

え
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
商
品
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

便
利
に
な
る
一
方
で

新
た
な
不
便

　

障
害
を
持
つ
人
に
と
っ
て
、
暮

ら
し
の
中
の
バ
リ
ア
は
い
ろ
い
ろ

と
あ
り
ま
す
。
駅
の
券
売
機
と
い

っ
た
自
動
化
さ
れ
た
機
械
に
戸
惑

い
を
感
じ
る
人
や
、
銀
行
の
押
し

ボ
タ
ン
式
の
現
金
自
動
支
払
機
が

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
に
代
わ
る
な

ど
、
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
新
た

な
バ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
最
近
の
家
電
製
品
で
も
多
機

能
化
し
す
ぎ
て
使
い
こ
な
せ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
炊
飯
器
の
液

晶
表
示
も
、
障
害
者
に
は
見
え
に

く
い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

1
－
－
―
I
j
1
1
－
－
1
1
バ
リ
ア
フ
リ
ー
商
品

【
お
も
ち
や
】
（
社
）
日
本
玩
具

協
会
が
「
小
さ
な
凸
実
行
委
員

会
」
を
設
置
し
、
目
や
耳
の
不

自
由
な
子
供
と
そ
う
で
な
い
子

供
が
一
緒
に
遊
べ
る
よ
う
に
配

慮
し
た
「
共
有
が
ん
具
」
の
普

及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
生
活
用
品
】
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器

　

の
ぎ
ざ
ぎ
ざ
は
、
業
界
全
体
で

統
一
さ
れ
ま
し
た
。
牛
乳
か
ジ

ュ
ー
ス
か
中
身
が
区
別
で
き
る

よ
う
に
も
考
え
て
い
ま
す
。

【
住
宅
関
連
】
段
差
の
解
消
や
階

段
の
手
す
り
や
、
あ
ら
ゆ
る
身

体
状
況
に
対
応
す
る
キ
ッ
チ
ン

も
開
発
中
で
す
。

　

【
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
】
テ
レ
ホ

　

ン
カ
ー
ド
に
あ
る
半
円
形
の
切

　

り
込
み
を
左
手
前
に
し
て
差
し

　

込
む
こ
と
で
方
向
が
分
か
り
ま

　

す
。
ほ
か
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

　

ド
も
三
角
形
や
長
方
形
の
切
り

　

込
み
を
入
れ
て
区
別
す
る
よ
う

　

日
本
工
業
規
格
（
J
I
S
）
が

　

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
商
品

が
特
別
な
物
で
な
く
、
当
た
り
前

の
商
品
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

バリアフリー商品の例

商品 配慮した点

生活

用品

大根おろし器 底に吸盤が付いている。

キッチン

タイマー

数字が凸字で磁石やひもが付

いている。

家

電

製

品

カセット

テープ

A面にくさび形の凹や凸印が

あり、その表示の向きで録音

時間がわかる。時計の文字盤

の方向に合わせて、60分用は

6時▼、120分用は12時▲を

示す。

ヘッドホン
ヘッドホンの左側に凸印が付

いている。

全自動洗濯機

使用頻度の高いボタンに凸印

を付け大きく。操作時に音が

でる。

ジャー炊飯器

押すと光るボタンと見やすい

液晶部で、簡単操作、炊飯キ

ーに点字表示がある。

住

宅

機

器

ユニット

バスルーム

出入口との段差をなくし、つ

まずき防止、滑りにくい床加

工、浴槽のまたぎ高さは40cm

に。

温水洗浄便座

リモコンの操作部に点字表示

がある。操作盤のボタンの形

を変えて工夫している。

消費牛両に夥るが：匯は消費斟洪センターへ・容66－111り：｜i463
，1市枠，所
乍詐｜も：｜itiir＝；Ll
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
今月のスナップ

さ
あ
、
ス
タ
ー
ト

　
　
　

（
交
通
安
全
教
室
）

ぐ1るーぷ登場 富田J「
バレーボールチーム

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
交
換
日
誌
で

　

富
田
～
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

は
、
富
田
小
学
校
児
童
に
よ
り
昨

年
結
成
さ
れ
た
新
し
い
ク
ラ
ブ
で

す
。
平
成
五
年
か
ら
富
田
公
民
館

で
始
め
ら
れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
教
室
終

了
後
も
継
続
の
声
が
多
く
、
ク
ラ

ブ
結
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
ク
ラ
ブ
員
は
、
二
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
二
上
一
人
で
、
練

習
は
、
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
で
週
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
蹄
山
夏
賞
さ

ん
（
下
唯
野
）
は
、
「
指
導
方
針

は
、
混
成
チ
ー
ム
な
の
で
男
女
仲

よ
く
楽
し
み
な
が
ら
練
習
す
る
こ

と
で
す
。
指
導
者
が
い
な
く
て
も

上
級
生
か
下
級
生
を
教
え
ら
れ
る

チ
ー
ム
づ
く
り
が
目
標
で
す
」
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
や
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
今
年
は
県

大
会
に
出
場
し
て
勝
ち
上
が
り
、

全
国
大
会
に
出
場
し
た
い
と
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、

ラ
リ
ー
が
続
く
こ
と
が
楽

し
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

一
番
大
事
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
上
級
生
た

ち
が
下
級
生
に
指
導
す
る

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

優
し
く
分
か
り
や
す
く
教

え
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
秘
訣

を
子
供
た
ち
に
尋
ね
る
と
、

「
監
督
と
の
交
換
日
誌
で

す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
記

人
し
て
お
く
と
、
ち
ゃ
ん

と
返
事
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
監
督
や
コ
ー
チ
の
気

持
ち
が
よ
く
分
か
り
ま
す
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

練
習
後
は
、
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
の
清
掃
を
欠
か

し
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
キ
ャ

ン
プ
や
奉
仕
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
二
十
口
の
巻
き
ず

し
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
そ
ば
打
ち
を
計
画

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

1；1
吻『

　　　

ヤングコーナー

　　

●゛j

い
つ
か
は

　
　

自
分
の
家
を
設
計

　

野
下
さ
ん
は
、
こ
の
春
短
大
を

卒
業
し
て
市
内
の
建
築
会
社
に
就

職
し
ま
し
た
。
四
月
二
上
六
日
に

は
、
有
終
会
館
で
行
わ
れ
た
新
規

学
卒
者
就
職
歓
迎
会
で
は
出
席
者

を
代
表
し
て
お
礼
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
や
デ
ザ
イ

ン
に
興
味
が
あ
り
、
短
大
で
は
産

業
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
ま
し
た
。

在
学
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
研
修

旅
行
で
は
、
現
地
の
専
門
学
校
で

も
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
歴
史
が

あ
り
な
が
ら
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
街
で
、
人
々
が
生
活
し
て
い
る

こ
と
に
深
く
感
動
し
た
そ
う
で
す
。

　

就
職
に
あ
た
っ
て
、
一
人
娘
が

大
野
に
戻
る
の
も
親
孝
行
と
地
元

へ
。
野
下
さ
ん
は
、
大
野
は
水
が

お
い
し
く
街
や
人
が
優
し
く
暮
ら

し
や
す
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

勤
務
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
の
に
、

タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
任
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
で
も
職
場
で
は
尺
や
間

を
使
っ
て
い
る
の
で
、
時
々
混
乱

す
る
と
の
こ
と
で
す
。
勤
務
先
の

社
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
家
づ
く
り

に
は
女
性
の
ア

イ
デ
ア
が
重
要

な
の
で
、
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い
ま

す
。

　
　

「
将
来
自
分

の
家
を
満
足
の

い
く
よ
う
に
設

計
し
、
建
築
し

て
み
た
い
」
と

笑
顔
で
夢
を
語

っ
て
く
れ
ま
し

た
。

野下早苗さん

　　

（21歳・木本）



私屯／Kr＼こ，そ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
無
料
で
接
続
を

Q

　

最
近
、
テ
レ
ビ
で
も

新
聞
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
つ
い
て
の
話
題

が
出
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

も
こ
の
新
し
い
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
手
軽
に
利
用
で
き
る
こ
の

シ
ス
テ
ム
も
、
接
続
会
社
へ
の
料

金
や
電
話
料
が
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
役
所
に
市
民
が
無
料

で
接
続
で
き
る
サ
ー
バ
ー
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
端
末
機
を
つ
な
ぎ
情

報
蓄
積
や
配
信
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
）
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し

よ
う
か
。
ま
た
、
市
内
の
全
家
庭

に
通
信
専
用
線
を
引
い
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
（
匿
名
希
望
）

　

今
回
は
「
や
ま
び
こ
」
の
投
書

の
中
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

A

　

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
世
界
中
の
話
題

に
な
り
、
利
用
者
も
爆

発
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

今
後
、
地
域
情
報
化
を
推
め
る
上

で
の
重
要
な
手
段
と
し
て
注
目
し

て
い
ま
す
。
情
報
通
信
基
盤
と
し

て
整
備
す
る
と
、
情
報
面
で
の
地

域
間
格
差
が
減
少
し
、
市
民
に
と

つ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
が
無
料

で
接
続
を
す
る
、
あ
る
い
は
無
料

の
専
用
線
を
各
家
庭
に
引
く
と
な

る
と
、
回
線
の
敷
設
や
運
用
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

困
難
な
問
題
が
発
生
し
て
く
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
原
因
の
一
つ
は
、
一
般

の
電
話
回
線
で
安
価
に
接
続
可
能

で
あ
っ
た
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
当
面
、
市
民
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
大

野
市
内
に
接
続
箇
所
（
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
）
の
開
設
を
要
請
し
て

い
ま
す
。

　

ご
要
望
の
「
市
役
所
に
サ
ー
バ

ー
を
設
置
」
に
つ
い
て
は
検
討
中

の
課
題
で
あ
り
、
実
現
に
む
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

近
々
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
（
総
務
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
岳
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

急が駒絵

薬
草
教
室
で
健
康
づ
く
り
を
ア
ド
バ
イ
ス

芒
心
川
九
兵
衛
さ
ん
（
8
2
歳
福
井
市
栂
野
町
）

　

荒
川
さ
ん
は
、
市
が
主
催
す
る

「
薬
草
教
室
」
で
平
成
五
年
か
ら

講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。
荒
川
さ

ん
は
、
中
学
校
の
元
教
諭
で
生
物

学
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
自

身
も
旧
制
中
学
で
熱
心
な
先
生
に

指
導
を
受
け
て
か
ら
、
本
格
的
に

生
物
学
を
志
し
た
そ
う
で
す
。

　

薬
草
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
戦
後
、
物
の
無
い
時
代

に
『
福
井
県
に
あ
る
薬
草
と
そ
の

効
用
』
と
い
う
一
冊
の
本
に
出
会

っ
た
か
ら
で
す
。
子
供
の
薬
を
買

お
う
に
も
ど
こ
に
も
な
く
、
身
近

な
植
物
が
有
効
で
あ
る
こ
と
に
心

を
動
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

薬
草
の
良
い
点
は
、
「
副
作
用

が
あ
ま
り
な
く
体
に
優
し
い
こ
と
、

身
近
に
あ
る
こ
と
で
す
。
山
奥
へ

行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
祖

が
常
備
薬
代
わ
り
に
持
ち
帰
り
、

家
の
庭
先
に
植
え
て
あ
る
こ
と
も

多
い
よ
う
で
す
。
た
だ
し
毒
草
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
こ
と
で
す
。
今
で
も
山
間
部
の

無
医
村
な
ど
で
は
薬
草
を
大
事
に

し
て
い
て
、
逆
に
教
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　

「
昔
か
ら
の
先
人
の
知
恵
が

徐
々
に
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の

人
に
薬
草
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
ま
す
ま
す
意
欲
を
燃
や

し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

・
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
6

　

ス
タ
ッ
フ
募
集
I
●

　

大
野
市
青
年
連
絡
会
で
は
、
8

月
に
開
催
さ
れ
る
「
ヤ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
企
画
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
企
画
の
提
案
だ
け

で
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
社
会
教
育
課
（
豊
6
6
●
1
1

　

1
1
内
線
5
4
5
）
ま
で

●
青
少
年
自
然
の
家

　

キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集

　

奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
家
で

は
、
青
少
年
の
野
外
活
動
の
担
い

手
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
1
8
歳
以
上
の
男
女
で
、
7

　

・
8
月
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン

　

中
に
活
動
で
き
る
人
（
都
合
の

　

良
い
日
だ
け
）

締
切
6
月
1
5
日
①

※
応
募
者
に
は
6
月
刀
日
①
・
2
3

日
⑥
に
一
泊
二
日
の
研
修
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
経
費
は
無
料
で

す
。
申
込
・
問
合
せ
先
奥
越
高
原
青

　

少
年
の
家
（
南
六
呂
師
1
6
9
－
1

　

豊
6
7
・
1
3
2
1
）
ま
で



観光シーズン到来

仏御前の滝でさく起こし

　

4月24日、春の観光シーズンを前に仏御前

の滝で遊歩道のさく起こし作業が行われまし

た。支柱は冬期間の雪崩や落石などで破損し

ないように積雪期前に毎年倒されています。

国道158号から滝までの間、約130本を1本1

本折れていないか確認して、ボルトで固定。

観光客が安全に歩行できるようになりまし

た。今年度から2年間をかけて滝周辺の整備

が行われる予定です。

スポーツ少年団員が

亀山を清掃奉仕

　

4月28日、有終西小学校と亀山公園でスポ

ーツ少年団の体力テストと清掃奉仕が行われ

ました。市内の少年団から子供たち55人が参

加。立幅跳びや上体起こし・5分間走などに

挑戦した後、亀山公園周辺のごみ拾いを行い

ました。空き缶や吸いがらで汚れていた公園

も子供たちの奉仕活動ですっかりきれいにな

りました。

子供たちに夢と感動を与えた

「アルプスの少女ハイジ」を上演

　

5月10日、大野市こども劇場が文化会館（旧

市民会館）で開かれました。今回は、東京の

劇団東少によるテレビや本などでおなじみの

物語「アルプスの少女ハイジ」。会場を訪れ

た約400人の子供たちには、よく知っている

物語でも、間近で見る舞台は新鮮に映ったよ

うです。クライマックスでは、食い入るよう

に舞台を見つめていました。

話循回也場秘書広報課広報広聴係魯66－1111



勅鵬回底場

大災害に備えて

陽明町に地域防災の拠点

　

大野地区消防本部は陽明町3丁目にコミュ

ニティー防災拠点施設を整備しました。市内

で大災害が発生した場合に、市街地東北部へ

の交通や通信の遮断が予想されるため、地域

住民が自主的に防災活動ができることを目的

としています。施設は鉄骨2階建て、延べ1

40平方似。1階が格納庫、2階が会議室な

どです。資機材としてエンジンポンプや狭い

すき間を広げるスプレッダーなども備えてい

ます。総事業費は約2000万円。

じょうずに植えられたかな

小山小学校「いふりつこ田」

　

5月14日、小山小学校の「いふりっこ田」

で、お田植えまつりが開かれました。田植を

したのは、児童98人と招待された福祉施設

「大野荘」と「むつみ園」の園生15人。児童

の代表が神様に扮し、ユーモアたっぷりに豊

作を祈りました。秋には収穫祭「いふりっこ

祭り」を開き、自分たちで作った野菜と一緒

に味わうとのことです。

新しい市勢要覧を発行

　

このほど「平成8年版大野市勢要覧」がで

きました。写真やイラストで市の概要を分か

りやすく紹介しています。特に今回は市政の

基本方針の一つである「人づくり」の観点か

ら、平成塾や各分野で活躍している市民も数

多く登場しています。資料編もこれまでの数

字だけのデータの紹介から、グラフやイラス

トを多く使って見やすくしました。希望され

る人は、市役所秘書広報課広報広聴係までど

うぞ。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

6月

●
市
民
大
学
講
座

　

市
教
育
委
員
会
で
は
現
在
、
平

成
8
年
度
の
市
民
大
学
講
座
を
開

い
て
い
ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る

人
は
、
当
日
会
場
で
受
け
付
け
し

ま
す
。
ま
た
、
一
日
探
訪
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

対
象
大
野
市
民

時
間
5
・
6
・
8
・
1
0
・
1
2
・

　

1
4
回
＝
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　

7
・
9
・
H
・
1
3
・
1
5
～
2
0

　

回
＝
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

場
所
有
終
会
館

受
講
料
5
0
0
円
（
全
2
0
回
分
）

★
一
日
探
訪
コ
ー
ス
（
別
途
参
加

　

費
が
必
要
）

　

▼
6
月
5
日
④
木
ノ
芽
峠
を
訪

　

ね
て

▼
6
月
2
3
日
⑥
知
ら
れ
ざ
る
福

井
市
探
訪

▼
7
月
9
日
囚
戦
国
の
跡
（
安

土
）
を
訪
ね
て

平成8年度市民大学講座

回 月日 テーマ

5 6月8日① 宇治捨遺物語講読

6 6月15日① 大野藩札の歴史

7 6月19日④ 心の健康一ストレスー

8 6月22日① 中野重治と児童文学

9 6月27日④ ガン治療最前線－ガンはここまで治る－

10 6月29日① 私との出合い

11 7月4日④ 大野市社会福祉協議会の現況

12 7月6日① あなたの知らない中国の話

13 7月H日④ 健康体操で毎日をいきいきと

14 7月13日① いまニュースの中から

15 7月18日④ 寝たきりにさせない介護

16 7月25日④ 食生活と健康

17 8月1日活） ぼけない方法、しかと教えます

18 8月8口汚） 成人病と運動について

19 8月22日④ 長生きのからくり

20 8月29日④ これからの環境衛生

一海外旅行と病気アレルギー疾恵一

●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を

　
　

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
物

（
袋
物
）
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
6
月
2
1
日
～
7
月
1
2
日
の

　

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～

　

3
時
3
0
分
（
計
4
回
）

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

定
員
2
0
人

材
料
費
5
0
0
円
（
4
回
分
）

準
備
物
は
さ
み
、
裁
縫
箱
、
筆

　

記
用
具

申
込
締
切
6
月
1
8
日
収

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
社
会
教
育
課
（
豊
6
6
・
I
I

　

I
I
内
線
5
4
5
）
ま
で

●
屋
根
融
雪
装
置
の

　
　
　
　

設
置
に
補
助

　

市
で
は
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る

個
人
住
宅
に
、
県
が
認
定
し
た
屋

根
融
雪
装
置
を
設
置
す
る
人
へ
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
設
置
に
要
す
る
費
用

　

の
3
分
の
I
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
年
間
4
0
件

申
込
期
限
第
1
回
募
集
＝
6
月

　

2
1
日
吟
ま
で
第
2
回
募
集
＝

　

8
月
下
旬
予
定

申
込
・
問
合
せ
先
市
建
設
課
管

　

理
建
築
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
3
4
7
）
ま
で

●
6
月
は
土
砂
防
止
月
間

　

土
砂
災
害
は
、
梅
雨
や
台
風
な

ど
の
豪
雨
に
よ
っ
て
発
生
し
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
破
壊
し
ま
す
。

土
石
流
や
地
滑
り
、
が
け
崩
れ
な

ど
の
土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
私
た
ち

の
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

の
が
、
砂
防
関
係
事
業
で
す
。

　

普
段
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、

避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
非
常
持

ち
出
し
な
ど
を
決
め
、
危
な
い
と

き
は
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ラ
ワ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー

日
時
6
月
2
0
日
④
午
後
1
時
3
0

　

分
～
3
時

場
所
有
終
会
館
1
0
6
号
室

講
演
内
容
武
生
市
園
芸
ア
ド
バ

　

イ
ザ
ー
・
岩
瀬
昌
泰
さ
ん
「
基

　

本
的
な
草
花
の
育
て
方
」

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
社
会

　

教
育
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
4
7
）
ま
で

交通

　

安全

剱
r

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
を

防
ご
う

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
交
通
事
故
の
死
傷
者

は
、
平
成
七
年
は
二
百
二
十
一

人
で
、
平
成
六
年
の
二
百
五
十

六
人
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま

す
。
逆
に
高
齢
者
は
、
平
成
六

年
の
三
十
八
人
か
ら
平
成
七
年

に
は
五
十
一
人
と
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
歩
行
中
、

自
転
車
乗
車
中
お
よ
び
夜
間
・

悪
天
候
時
の
事
故
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
車
両

の
直
前
直
後
横
断
は
や
め
、
遠

回
り
で
も
横
断
歩
道
を
利
用
し

ま
し
よ
う
。
夜
間
外
出
時
は
、

懐
中
電
灯
や
反
射
板
を
使
用
し

ま
し
よ
う
。
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
の
実
践
な
ど
交
通
マ
ナ

ー
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　

誰
も
が
年
を
取
る
に
つ
れ
て

運
転
が
慎
重
に
な
る
反
面
、
運

転
能
力
や
視
力
、
聴
力
な
ど
が

徐
々
に
弱
く
な
り
ま
す
。
高
齢

者
の
皆
さ
ん
、
加
害
者
に
も
被

害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
、
安

全
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
と
警
察
署
で
は
、
毎
週
水

曜
日
に
大
野
自
動
車
学
校
で
高

齢
者
安
全
運
転
体
験
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
（
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
生
活
環
境
課
ま
で
）



…INFORMATION

・
「
テ
レ
ジ
ン
収
容
所
の

　
　

幼
い
画
家
た
ち
展
」

　

創
立
4
5
周
年
を
迎
え
る
市
文
化

協
会
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て

「
テ
レ
ジ
ン
収
容
所
の
幼
い
画
家

た
ち
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
レ
ジ
ン
収
容
所
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
過
酷
な

労
働
を
強
い
ら
れ
た
子
供
た
ち
が
、

明
日
を
信
じ
て
描
い
た
絵
画
や
詩
、

収
容
所
の
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
。

期
日
7
月
5
日
参
～
7
日
2

場
所
有
終
会
館

問
合
せ
先
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

　

リ
ー
内
泉
さ
ん
（
豊
6
5
・
5
5

　

0
0
）
ま
で

・
「
教
育
な
ん
で
も
相
談
」

　
　
　
　
　
　

な
あ
な
あ
い
い
な
あ

　
　

酋
6
6
・
7
7
1
7
番
へ

　

今
、
教
育
現
場
で
は
、
い
じ
め
、

登
校
許
否
な
ど
問
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
教
育
に
関

し
て
何
で
も
相
談
を
受
け
付
け
る

直
通
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。
相

談
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
（
西
部

児
童
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行
い
ま
す
。

…
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う

　

図
書
館
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
、
発
射
実
験

を
す
る
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
7
月
7
日
2
午
後
1
時
～

　

4
時

場
所
有
終
会
館

定
員
親
子
3
0
組
で
先
着
順

受
付
6
月
1
8
日
収

費
用
9
0
0
円
（
材
料
費
）

申
込
・
問
合
せ
先
市
図
書
館

　
　

（
豊
6
5
・
5
5
0
0
）
ま
で

・
荒
島
岳
清
掃
登
山

　

6
月
の
環
境
月
間
に
ち
な
み
、

山
岳
会
・
市
民
挙
げ
て
の
清
掃
登

山
を
し
ま
す
。

主
催
大
野
親
岳
会
な
ど

日
時
6
月
9
日
2
午
前
8
時
集

　

合
～
午
後
4
時
3
0
分
下
山
（
小

　

雨
決
行
）

集
合
場
所
勝
原
銀
嶺
荘
駐
車
場

　

登
山
ボ
ッ
ク
ス
前

コ
ー
ス
し
ゃ
く
な
げ
平
～
山
頂

　

～
し
ゃ
く
な
げ
平
～
勝
原

参
加
料
1
0
0
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
6
月
6
日
2

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
生
活

　

環
境
課
（
L
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
6
5
）
ま
た
は
松
田
栄
彦
さ

　

ん
（
豊
6
6
・
3
7
4
0
）
ま
で

…
か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

　

大
野
郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
3
5
回
か

ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
小
学
校
5
・
6
年
生

　

お
よ
び
中
学
生

テ
ー
マ
？
課
題
Λ
・
簡
易
保
険

　

に
関
係
が
あ
る
も
の
▼
課
題
B

　

・
わ
た
し
の
宝
物
？
自
由
題
・

　

日
ご
ろ
心
の
中
で
思
っ
て
い
る

　

こ
と
、
身
の
回
り
で
起
こ
っ
だ

　

出
来
事
な
ど

応
募
規
定
4
0
0
字
詰
め
原
稿

　

用
紙
3
～
5
枚

締
切
7
月
1
日
2

応
募
・
問
合
せ
先
大
野
郵
便
局

　

保
険
課
（
豊
6
6
・
3
1
0
0
）

　

ま
で

あなたの声を道づくりにいかします

道に対する意見を

　

「21世紀のみちを考える委員会」まで

　

建設省の諮問機関である道路審

議会では、「21世紀のみちを考

える委員会」を設け、これからの

道づくりについて、広く皆さんの

意見、提案を求めています。

　

このため同委員会では、提案の

仕方などを紹介した「キックオ

フ・レポート」を作成しました。

その中では、渋滞、高速道路の料

金、身の回りの狭い道などの重要

なテーマについて、さまざまな人

の考え方が載せられています。

　

あなたが共感する考え方や、自

由な意見、提案をお寄せください。

　

郵送のほかに、ファックスやパ

ソコンの電子メールでの提案も可

能です。なお、希望者には「キッ

クオフ・レポート」を、市役所建

設課で配付します。

応募先〒105東京都港区虎ノ門2－8－10第15森ビル内

　　　　　　

「21世紀のみちを考える委員会」事務局

問合せ先建設省近畿地方建設局福井工事事務所L0776・35・2661

　　　　　

福井県庁道路建設課aO776・21・1111まで

国民年金、厚生年金を

　　　　　　　

受給している皆さんへ
本年度は額改定が無く、年金改定通知書は送付されません

　

国民年金や厚生年金保険では、全

国消費者物価指数が変動した場合に、

翌年の4月以降の年金額をその変動

率によって改定する、「自動物価スラ

イド」制をとっています。

　

平成7年度の全国消費者物価指数

が前年に比べ0．1％低下したことか

ら、本年4月から年金額が0．1％引き

下げられるところでした。しかし平

成8年度においては、特例的に物価

スライドによる年金額改定措置は行

わず、平成7年度と同額に据え置く

ことになりました。

　

このため毎年5月中旬に、年金受

給者の皆さんに送付していた「年金

改定通知書」を今年は送りません。

ご了承ください。

問合せ先

　　

福井社会保険事務所酋0776…23・1002

　　

市役所市民課年金係豊66・1111内線455まで
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新
聞
の
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
」

道
勧
敏
雄
さ
ん
（
城
町
）

　

城
町
の
道
勧
敏
雄
さ
ん
（
6
5
歳
）
の
宝
は
、

長
年
集
め
て
き
た
新
聞
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事

で
す
。
気
に
入
っ
た
記
事
だ
け
で
な
く
、
コ

ラ
ム
や
連
載
も
同
じ
記
事
ご
と
に
ス
ク
ラ
ッ

プ
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
阪
神
大
震
災
な

ど
大
事
件
ご
と
や
大
野
に
関
す
る
記
事
も
集

め
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
資
料
集
の
よ
う

で
す
。
全
部
で
何
冊
に
な
る
か
は
、
多
く
な

り
過
ぎ
て
、
道
勧
さ
ん
に
も
分
か
ら
な
い
そ

う
で
す
。

　

道
勧
さ
ん
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
を
集
め
始

め
た
の
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
で
す
。
体

調
を
崩
し
入
院
し
た
時
に
、
体
を
動
か
せ
ず

毎
朝
の
新
聞
だ
け
が
楽
し
み
で
、
一
つ
一
つ

の
記
事
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
は
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
た
め
に
同
じ
新
聞
を
二
部
購

読
し
て
い
ま
す
。

　

記
事
を
読
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
振

り
返
る
の
も
面
白
い
そ
う
で
す
。
十
五
年
の

間
に
も
、
オ
ウ
ム
や
い
じ
め
な
ど
事
件
が
陰

湿
で
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。
特
に
若
い
人
の
犯
罪
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
寂
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

道
勧
さ
ん
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
特
徴
は
、
そ

の
収
集
方
法
だ
け
で
な
く
、
記
事
を
張
る
台

紙
や
表
紙
に
す
べ
て
古
紙
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
裏
に
印
刷
し
て
い
な
い
新
聞
広

告
を
裁
断
し
て
台
紙
に
し
た
り
、
菓
子
箱
を

丁
寧
に
伸
ば
し
た
り
し
て
表
紙
に
し
て
い
ま

す
。
家
業
が
紙
屋
な
の
で
紙
を
大
事
に
し
て

い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

「
年
寄
り
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
古
紙

を
使
っ
て
い
ま
す
。
物
に
は
、
一
つ
の
使
い

道
が
終
わ
っ
て
も
別
の
使
い
道
が
あ
り
ま

す
。
今
は
使
い
捨
て
の
時
代
で
す
が
、
そ
れ

も
長
く
は
続
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
こ
れ
か

ら
も
、
体
が
続
く
限
り
根
気
よ
く
続
け
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

5月1日現在 前月比

世帯数 11，471世帯 9世帯

人口 41，485人 △15人

内訳
男 19．825人 4人

女 21．660人 △19人

4月中の異動
転入 106人 出生 33人

転出 124人 死亡 30人

市内の交通事故状況（9ヵ、69）

件数内訳
平成8年

4月末

平成7年

4月末
比較

総件数 187件 2H件 △24件

人
身

事
故

件数 40件 46件 △6件

死者 O人 O人 O人

傷者 54人 61人 △7人

物損事故 147件 164件 △17件

表
紙
の
こ
と
ば

　

西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
の
母
親

ク
ラ
ブ
で
は
、
ニ
カ
月
に
I
度

資
源
回
収
を
行
つ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
も
回
収
品
を
持
つ
て

母
親
と
セ
ン
タ
i
へ
行
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
、
手
伝
つ
て

く
れ
る
よ
う
で
す
。
母
親
た
ち

の
資
源
回
収
を
見
て
、
物
を
大

事
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

編
集
後
記

　

緑
豊
か
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
四
月
に
人
つ
て
も

何
回
か
雪
が
ち
ら
つ
き
ま
し

た
。
五
月
に
な
っ
て
も
天
候
不

順
な
日
が
続
き
、
い
つ
ま
で
も

ス
ト
ー
ブ
が
手
放
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
農
作
物
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
梅
雨
、
盛
夏
へ

と
順
調
な
「
日
本
の
四
季
」
を

願
つ
て
い
ま
す
。
（
加
藤
）

m．見1弓・

　

先
日
、
京
都
で
行
わ

れ
た
め
い
の
結
婚
式
に

出
席
し
た
。
わ
れ
わ
れ

大
野
か
ら
の
親
類
一
同

は
、
式
場
の
ロ
ビ
ー
に

早
め
に
着
い
た
。
特
に

女
性
の
着
替
え
に
は
、
時
間
が
か
か
る
と
思
い

早
め
に
出
発
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
「
田
舎
者

の
考
え
」
で
あ
っ
た
。
当
日
は
四
組
の
結
婚
式

が
あ
り
、
予
約
時
間
に
な
ら
な
い
と
親
類
の
控

え
室
や
着
替
え
室
な
ど
は
使
用
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
▼
時
間
に
な
る
と
手
際
よ
く
進
め
ら

れ
、
式
・
披
露
宴
と
予
定
の
時
間
通
り
に
進
行

し
て
い
っ
た
の
は
、
さ
す
が
で
あ
っ
た
。
め
い

の
話
に
よ
る
と
、
今
回
の
披
露
宴
は
二
人
の
友

人
が
企
画
・
司
会
進
行
か
ら
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演

奏
ま
で
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
披
露
宴
で
、
実
に
新
郎
新
婦
と
も
う
れ

し
そ
う
で
あ
っ
た
▼
引
き
出
物
も
二
人
で
選

び
、
出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
が
添
え
て
あ
っ
た
。
最
近
で
は
あ
ま
り

あ
り
が
た
が
ら
な
く
な
っ
た
鯛
や
か
ま
ぼ
こ
、

生
菓
子
な
ど
は
付
け
て
は
な
か
っ
た
。
花
嫁
道

具
も
二
人
だ
け
の
生
活
だ
か
ら
、
と
必
要
な
物

だ
け
を
買
い
そ
ろ
え
た
と
い
う
。
今
後
必
要
な

時
に
、
必
要
な
物
を
買
い
足
し
て
い
く
の
だ
。

若
い
二
人
の
考
え
方
に
、
そ
の
と
お
り
だ
と
感

心
し
た
▼
私
自
身
、
何
年
来
の
「
開
か
ず
の
た

ん
す
」
に
は
、
一
度
も
手
を
通
さ
な
い
着
物
や

布
団
類
が
眠
っ
て
い
る
。
無
駄
な
買
い
物
を
し

た
と
実
感
し
て
い
る
。
私
の
娘
も
そ
ろ
そ
ろ
年

ご
ろ
。
見
栄
え
や
世
間
体
を
気
に
し
て
の
結
婚

式
や
花
嫁
道
具
は
控
え
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
早
々
と
成
人
式
用
の
振
り
そ
で
を
新
調
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
M
）

発
行
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井
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